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喬放簿が届きましたら、前の古い語読?存

は街j使用にならない擦に願少ます。

|追加番披簿は先に見忍こと|迫力H械簿

が出来たときは、順次此の番競簿の上へ

上へと綴込み、先づそれから見る事lとし

て下さい。治加番銃簿は銃数の淫ムもの

は小口の彩色を愛へ、一見して何読の迫

加番競鰐か剣る稼にする筈です。

l笠置場開更のとき|前設置場所
から電話語放簿がな!揚げられたときは、

移特後間もなぐ郵便で香競簿をお途り致

しますo~用者が紛失されたとき等は共
の旨御通かして話競簿の御買求を願ひま

す。何の通知もな(語放簿も行かなかっ

たときは御手数でも加入課へ電話叉は書

面で御通知iを蹴ひますO

移轄の場合同じ電話を引続き御使用にな

る場会は喬喝H容は御忘れなく新設置場所
ヘ御持も下 3い。

|室長諸説話許|此の番競簿

は本午五月一日現在の開通加入者を調査

して掲載Lたのでゐ bますから、同日以

後に名義夫は設置場万rrの後更をなすった
加入者は掲載してあ bませんO 尤も下記
の所属幾更は便宜掲載しであ bます。
五月二日 大手向から利l田局へ
五月五日 浅草局から下谷府内
五月十一日 小石川応から下谷町へ
五月十二u高輪1のから銀座l[ijへ

六月廿七回 銀座閃から京橋時、

プ、月三十日 墨田局から本日11周へ

|悉採簿の誤謬訂正|綴纂佼1E~と

就きましては出来る丈け誤謬のない擦に

注意は致しましたが、寓々一間違がある

ことを御授見の場合は訂正の都合があり

ますから、成るぺ(早〈香西なり電話で

常局加入課(電話大手Z3333番)へ御
申出を版以ます。

|番銃簿掲載省略|他人の住え

で居る家を機械設置場mとする加入者の
分は喬放筏にj:.，}載しでも殆んど1tの!日を

なしませんから、可成『他人名義掲載請

求Jをなさる事を御奨め致します、来年
l支トら他人の家を肩書とした電誌を多数
御所有の加入者の分は汲め掲載請求のあ

るもの」外l之、掲載を省PI存する場合があ

りますから務め御承知を版以ますO

|番続簿調製期日I:喬競簿lま毎
年四月一日現在で緩行する橡定でありま

すから、者3銃箔f品載方lと就て特に御希望

のある向及 n也人名義掲載Jr重複掲載』
等新規に請求をな3る方は同日までに掲

載請求書を御提出下さいの

珠て『他人名義掲載J又は「重複掲載j
の請求を Lである方で、都合上御殿めに

なる場合は其の年の三月十六日までに御

申出がないと、次φ年度の掲載、符を徳之l伐

されます。
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震災後不通の電話復蓄に就て

震災の~I亡不通となりました電話は、十四年皮~

迄i亡殆ん主金引i乃復起を終り震災前の総加入者八

四j世i干になりました♀

震災前の加入者中山--ut1Biffi，.);!1書が到着・せないで

未w:訟のIIijがありましにら.共の電話番放加入7f

氏名後械設置場所・等賞局加入課へ御巾出b、あれば

早速調査の上御返事申上げます。



火事‘のミき警鐘前に'li守防署に認知するには

手働局加入者は…H・ H ・ ...r火率」と云へ~3遥蛍の消防忍・へつなぎま
す。

自飯!局加入者は…H ・H ・....r112__rmへ(局怒続なしの三数字)。
〈法2支 出火の場所をUH<のに伎Jllしてl:t~、げま司会ん3

公衆電話からは…・:・……上記の例に依b奈良将で辺諸することが出ぷ
ます。

遇話所からは・…H ・ H ・..共旨局長へ1l~111立!あれば無料で文隠ない限
9 )張先JI反位で・つなまます。


